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「 自分の進路を真剣に考えてみよう！」
進路指導主事 清水 直行

一般的に進路学習というと進学と考えがちですが、進路＝進学ではありません。進路とは「将来自分がど

う生きたいのか？」、「どんな職業に就きたいのか？」、「どんな 人生設計をしたいのか？」ということです。

以前、生徒に「どんな人生を生きたいのか？ 」と、質問をしたところ、「金銭的に豊かでなくてもいいので、

家族とゆったりと過ごす人生がいい。」との答えが多くみられました。しかし、自分は違うと思った生徒も多

いことでしょう。しかし、価値観は人それぞれですから、正解はありません。

日本人の平均寿命が８０歳を超える今日、「あなたはどんな人生を歩みたいと思っ

ていますか？」進路について深く考えてみてください。他人の意見に左右されること

なく自分自身が希望する生き方を求めて、その生き方を行うためには大学進学が必要

だとか、こういう資格が必要なので、商業高校へ進学しようというように、夢や希望

から現実的に進路を考えていくことです。自分の進路を真剣に考えてみませんか。

「マイ・チャレンジを終えて」 ２年２組 田代七海

今回のマイ・チャレンジでカフェ・ド・ギャルソンへ行きました。３日間
の活動はたくさんの仕事を行いました。中でも接客や、最終日のケーキ作り
が印象に残っています。事業所のお二人のおかげでとても充実していて楽し
い活動ができました。今回学んだことを今後の学校生活に生かしていきたい
です。

「芸術鑑賞教室 」 １年２組 吉原彩羽

私たちは芸術鑑賞教室でアルパカジャズオーケストラの演奏を聴きました。誰でも一度は聞いたことのある
有名な曲が、ジャズの独特なリズムで演奏されていたので普段の生活の中にもジャズが溶け込んでいるなと思
いました。ジャズの歴史や各楽器の紹介をとてもわかりやすくしてくださ
ったので、今まで知らなかったジャズの一面を知ることができました。

「吹奏楽部定期演奏会」 ３年２組 見目千聖

１１月２５日に第１０回定期演奏会を行いました。３年生が引退をする
演奏会だったので悲しい部分がありましたが、心を込めて演奏することが
でき、とても充実した一日でした。一年間を通して、部員全員の成長を見るこ
とができました。これからは、１，２年生だけの部活動になります。来年は良
い結果を残していってほしいです。今まで支えてくださった先生方や先輩方、
また、ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

「二社一寺見学」 ３年１組 神山もも

私たちは１２月８日に合格祈願として、二社一寺の見学に行ってきました。
その前に金谷ホテルで昼食をいただきました。慣れないこともあったけど、
とても楽しく美味しくいただくことができました。二社一寺見学では、まず
三仏堂へ行き、修理中の貴重な光景を見ることができました。その後、宝物館
や東照宮、大猷院にも生き、二荒山神社では合格祈願をしていただきました。

学ぶことが多くとても充実した一日になりました。



新生徒会役員決まる！

１２月５日に会長、６日に一般候補の投票が行われ、次のように新役員が決定しました。
新役員の皆さんから抱負を聞きました！

会 長(2-2地神かほ)：会長になりその重責を考えると、学校の
代表としてリーダーシップをとれるか不安ですが、一日で
も早く前会長に近づけるよう頑張りたいと思います。そし
てさらに笑顔があふれる東中になるよう、精一杯努力して
いきたいと思います。

副会長(2-1中里友希乃)：生徒全員が充実した学校生活を送れる
よう、学校を支え、引っ張っていきます

書 記(2-1寺内千菜)：学校の代表として、後ろからサポートし、
みんなを引っ張っていく存在になりたいです。

書 記(1-2大島愛生)：私は、一人一人がいつでもどこでも笑顔
であいさつができる東中を作りたいです。

会 計(2-2赤羽萌衣)：生徒会に入って、会計になり不安もあり
ますが、先輩方に近づけるよう頑張ります。

議 長(2-2小林慧)：議長として、行事や総会で生徒のみんなをまとめられるよう一生懸命頑張ります。
副議長(1-2神山由羽)：先輩が作りあげてきた伝統を受け継ぎ、みんなが主役の生徒会を作ります。

１１月に実施しました「学校教育活動に関
するアンケート」では、御協力ありがとうご
ざいました。今年度、本校は県の学力向上応
援団事業の指定を受け、学力アッププロジ
ェクトに取り組んでおります。そのため今
回は、アンケートの調査結果から学力関連
を抜粋してお知らせいたします。それ以外
の項目については、学校評価、学校関係者
評価、生徒のアンケート等と併せて、後日
お知らせいたし ます。

【結果から見られた傾向等】
・家庭学習に関する項目以外は、肯定的評

価が概ね8.5～９割という結果でした。今
後、この数値を基準に更に高めていける
よう努力していきます。

・生徒のアンケートでも「計画的に家庭学
習に取り組んでいますか(70.4%)」が一番
低い結果でした。本校の生徒は、県、全
国と比較してテレビの視聴時間が長いと
いう結果も出ており、併せて改善してい
く課題と捉えています。

・「先生は授業を工夫し、分かりやすい授業
を行っている」に関しては、肯定的評価
８５．４％の内、Ａ評価が１６．５％、
Ｂが６８．９％という結果を踏まえなが
ら、授業改善を図っていきます。

１２月１９日(火)、県教委から２名、
市教委から３名、計５名の先生を指導
者としてお招きし、２－２の数学の研
究授業後、生徒主体の授業づくりに関
する授業研究会を開催しました。

「分かる授業、分かる喜びを味わわせ
る授業づくり」を目指し、それぞれの教
科の特性を生かしながら、さらなる授業
改善に努めていく所存です。

〔１月の予定〕 ９日(火)始業式 １１日(木)～１９日(金)１年教育相談・２，３年三者懇談
１８日(木)～２１日(日)全国中学生アイスホッケー大会
２２日（月）入学説明会
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